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口□ 下線部（ク）に関連する説明文として最も適切なものを， 次の1~4から1つ選びなさい。

1. 幕府は， 江戸の二十四組問屋が上方市場からの商品を独占していると考えていた。

2. この法令は， 自由取引による物価の引き下げを期待したものである。

3. この法令が出され， 江戸にまわる商品輸送開が大輻に増加した。

4. この法令は物価下落を促進させ， 圧迫されていた旗本や御家人の生活が改善したJ

□江 江戸時代の経済や商業に謁連する説明文として最も適切なものを， 次の1~4から 1 つ選びなさい。

1. 北関東における絹綿物業のマニュファクチュアは， 17世紀から始まった。

2 石見大森銀山などの鉗山収人は， 17柑紀初頭の幕府財政を支えていた。

3. 東廻り航路を利用して蝦夷地 ・ 北陸と大坂を結んだ船が樽廻船である。

4. 手工業のなかで， 綿織物では， 久留米の絣， 近江や奈良の晒が知られる。

左図は， 正徳年間刊行の， 吉田光由『塵劫記』を改版した［新編塵

劫記］にある挿絵である。 この絵は「第十五 銀両かへ乃中」に描かれ，

「第十六 金両かへ乃事」「第十七 小はん両かへ乃事」と続く。「第

十五」では， 1銀と灰吹銀との交換， 「第十六」では銀相場に見合っ

た金と銀の交挨，「第十七」 では小判と銀との交挨の事例が記されて

いる。 江戸時代において， 1 （C) iことはよく知られているが， さ

らに詳しく調べていくと， 実際には金の種類や銀の種類によって， さ

らに細かい相場があり， 両替の時は非常に面倒な計算が必要だったこ

とを『新編塵劫記』は教えてくれる。

□釘 空欄［二¢〗]に入る文として最も適切なものを， 次の1~4から 1 つ選びなさい。

1． 金貨は十進法， 銀貨は四進法といった数え方の違いがあった

2. 金貨は秤駄貨幣として鋳造された

3 東R本では主に金貨が， 西日本では主に銀貨が使用された

4. 金貨の単位は「両 ・ 分 ・ 朱J, 銀貨の単位は「文」であった
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『出典：文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/）』
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